
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農村基盤研究領域 資源情報担当 

航空撮影オルソ画像を用いた耕作放棄田の調査手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１のＡ、Ｂに該当する水田 

（耕作放棄田であると判断できる水田） 

水稲生育初期の航空撮影オルソ画像（ADS40） 

画像の目視判読（図１） 

図１のＣに該当する水田 

（耕作放棄田である可能性のある水田） 

耕作放棄田と確定 

耕作放棄田であるかどうかを現地確認 

 水稲生育初期にデジタル航空センサーADS40による航空撮影と現地踏査を行って航空撮影オルソ画像 
（解像度20cm）から耕作放棄田がどの程度目視判読できるか調査し、耕作放棄田の省力的な調査手法を 
提案しました。 
 オルソ画像を目視判読し、灌木の樹冠が認められる水田A、色調がまだらで植被部が暗緑色である水田 
B、色調はまだらだが植被部は暗緑色でない水田Cを抽出します。水田A、Bは耕作放棄田であると判断で 
きるので、この段階で耕作放棄田と確定します。一方、水田Cは多年性雑草が繁茂した不作付田（草刈り 
等の保全管理あり）等である可能性があるので、この水田Cのみをスポット的に現地踏査して耕作放棄田 
であるか否かを確認します。 
 水土里情報利活用促進事業等により水稲生育初期の最新のオルソ画像が整備されていれば、それを 
このように活用することによって、市町村全域の水田をくまなく踏査しなくてもすべての耕作放棄田を省力 
的に把握することができます。 

耕作放棄田（草刈り・耕起等の保全管理なし） 

図１のＡ 図１のＢ 図１のＣ 図１のＣ 

不作付田（保全管理あり） 

草刈りが行われているが、
多年生雑草が繁茂 

図３ 耕作放棄田・不作付田の現地写真（上）と航空撮影オルソ画像（下） 

 図１ 耕作放棄田の目視判読性 図２ 耕作放棄田の調査手順 
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樹冠らしきものがある 耕作放棄田（灌木あり） 

ほぼ耕作放棄田 色調がまだらである 植被部が暗緑色である 

耕作放棄田、不作付田（多年生雑草あり） 

 または転作田（雑草混じりの永年牧草） 

植被（緑系）が 

ほとんど見られない 
耕作放棄田以外① 
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耕作放棄田以外② 

水稲生育初期の航空撮影オルソ画像（ADS40） 


